
岡
本
章
庵

『
支
那
遊
記
』

翻
刻
・
訳
註

(
本
稿
は
徳
島
大
学
園
諸
国
文
学
9
号
の
続
き
で
あ
る

【
訳
註
】

一
一
月
二

O
日

二
十
日
。
寒
に
堪
え
ず
。
鶏
鳴
に
先
ん
じ
て
起
つ
。
李
楳
和
を
促
し
て
櫨

子
を
発
せ
ん
と
す
る
も
、
持
日
く
「
此
の
際
は
路
極
め
て
険
し
。
天
の
明
く

る
に
非
ず
ん
ば
不
可
な
り
」
と
。
余
、
独
り
月
明
に
乗
じ
て
郭
家
を
発
し
、

少
林
寺
の
東
の
一
村
を
続
。
二
三
人
の
馬
に
跨
り
て
来
る
者
あ
り
。
リ
人
た
高

阜
の
上
に
立
ち
て
西
に
向
ひ
て
人
を
呼
ぶ
者
あ
り
。
大
い
に
寂
塞
を
破
る
。

太
室
山
・
達
磨
洞
を
牌
腕
す
る
に
、
大
い
に
寂
塞
を
破
る
。
以
為
ら
く
、
余
、

一
夕
の
心
に
安
ん
じ
て
、
九
年
面
壁
の
跡
を
探
ら
ん
と
欲
す
。
達
磨
以
て
如

何
と
為
す
。
感
慨
に
堪
へ
ず
。
更
に
行
く
こ
と
七
八
町
。
道
傍
の
邑
角
樹
、

一
間
半
な
る
べ
し
。
枝
葉
扶
疏
と
し
て
、
方
十
子
の
聞
を
隠
蔽
す
。
高
さ
二

丈
に
過
ぎ
ず
。
下
に
小
一
刺
あ
り
。
此
の
間
、
諸
山
に
一
樹
も
見
え
ず
。
閉
ま

異
常
な
る
大
木
を
見
る
。
山
高
山
の
土
性
を
検
す
る
に
、
松
柏
に
非
ず
ん
ば
生

ず
べ
か
ら
ず
。
只
だ
之
れ
を
斬
伐
し
て
長
養
せ
ざ
る
の
み
。
此
よ
り
路
益
ま

す
悪
し
。
往
々
に
し
て
漬
水
あ
り
。
左
に
乾
谷
を
望
む
。
右
し
て
山
に
傍
ひ

(
そ
の
一
二
)

真 有

正卓

宏 也

銅馬

て
行
く
。
輯
鞍
嶺
に
抵
る
。
漸
く
天
明
を
報
ず
。
回
顧
す
る
に
嵩
山
の
天

際
、
赤
色
に
し
て
大
火
の
空
を
焼
ら
す
が
如
し
。
徐
々
と
し
て
行
き
、
三
家

た
め

脂
に
達
す
。
余
意
ふ
に
馬
夫
は
郭
家
に
宿
す
。
余
の
為
に
行
く
を
督
す
が

故
に
昨
日
既
に
此
に
来
り
て
馬
に
抹
ふ
。
悶
て
李
の
来
る
を
待
つ
。
九

時
に
至
り
、
漸
く
三
家
庖
を
発
し
府
商
鎮
に
到
る
。
左
路
を
取
り
て
西
北
す
。

馳
す
こ
と
三
里
許
。
二
村
を
過
ぎ
溝
司
に
達
す
。
千
八
百
家
許
あ
り
。
四
周

土
壁
あ
り
。
前
村
よ
り
此
に
至
る
ま
で
、
路
弄
壁
立
す
。
高
さ
二
丈
に
及
ぶ

も
の
あ
り
。
石
喋
多
し
。
北
は
洛
水
に
属
す
。
漸
く
低
し
。
南
望
す
る
に
、

蓮
花
山
脈
、
東
西
に
横
た
は
り
亘
る
。
頗
る
高
峻
た
り
。
更
に
西
北
す
。
三

里
許
。
二
村
を
過
ぐ
。
地
勢
平
担
た
り
。
五
差
口
に
達
す
。
百
余
家
あ
り
。

其
の
西
土
壁
を
四
周
す
。
中
に
千
余
家
あ
り
。
是
れ
鷹
閣
鎮
た
り
。
更
に
右

折
す
。
洛
水
に
出
づ
。
午
後
三
時
、
洛
水
を
渡
る
。
広
さ
十
五
六
子
。
人
渡

る
を
争
ふ
。
馬
夫
怒
り
て
、
余
以
て
宜
し
く
先
に
渡
す
べ
し
と
告
ぐ
。
船
人
、

舟
に
梓
す
。
衆
、
車
を
推
し
て
直
ち
に
入
る
。
余
の
車
載
る
を
得
れ
ど
も
一

馬
は
終
に
乗
る
を
得
ず
。
駆
け
て
河
に
入
れ
引
き
て
進
む
。
其
の
深
さ
一
身

を
過
ぐ
。
其
の
余
も
亦
た
二
尺
な
る
べ
し
。
既
に
渡
る
。
舟
人
、
馬
夫
に
向
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u
 



ひ
て
銭
を
要
む
。
閃
り
て
二
三
十
文
を
与
ふ
れ
ば
、
則
ち
更
に
要
め
て
止

ま
ず
。
李
を
し
て
少
し
許
与
へ
し
む
。
乃
ち
再
謝
し
て
去
る
。
河
を
渡
り
積

上
よ
り
北
行
す
。
二
三
丁
。
一
小
堤
あ
り
。
東
西
に
綿
一
旦
す
。
即
ち
洛
水
の

様
溢
す
る
を
防
ぐ
な
り
。
堤
を
蹄
え
梢
や
行
き
て
左
折
す
。
二
三
町
。
田
苗

村
に
抵
る
。
百
余
家
あ
り

0

・
史
に
西
に
四
五
丁
。
左
に
土
墜
を
周
す
o

v
入

た
行
く
こ
と
十
余
丁
。
一
百
余
家
あ
り
。
鎮
塞
た
り

o
Xた
土
壁
を
周
す
。

洛
の
北
は
尽
く
平
坦
た
り
。
一
山
あ
り
。
東
西
に
連
な
り
て
、
二
三
里
外
に

あ
り
。
東
西
浩
浩
と
し
て
一
山
も
見
ず
。
唯
だ
畑
気
の
黒
起
す
る
を
望
む
の

み
。
之
を
北
京
と
比
ぶ
れ
ば
、
甚
だ
雅
致
あ
り
。
此
の
夜
、
鎮
塞
に
宿
す
。

一
二
家
自
よ
り
距
つ
る
こ
と
七
十
里
と
称
す
。

(
1
)
底
本
は
「
北
」
の
上
に
「
直
」
字
が
消
し
忘
れ
で
残
っ
て
い
る
。
消

去
し
た
。

(
2
)
こ
の
「
十
」
字
は
墨
筆
で
行
間
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
(
斎
藤
)

一
一
月
ニ
一
日

二
十
一
日
。
早
く
に
行
き
て
北
望
す
る
に
、
地
勢
広
間
一
な
り
。
村
落
の
樹

木
、
各
処
に
粧
点
す
。
一
堆
土
の
壇
の
如
き
も
の
あ
り
。
洛
陽
の
故
城
世
と

云
ふ
。
田
土
の
肥
沃
な
る
こ
と
鄭
州
に
過
ぎ
、
山
東
の
諸
処
の
及
ぶ
所
に
非

ず
。
麦
苗
青
々
た
り
。
西
の
か
た
行
く
こ
と
十
町
許
。
一
白
余
家
あ
り
。
寧
荘

た
り
。
又
た
十
四
五
丁
。
千
余
家
あ
り
。
田
村
た
り
o

v
人
た
里
許
。
瀕
洛
に

雁
の
同
期
飛
鳴
す
る
も
の
多
し
。
其
の
声
、
遠
く
聞
え
、
大
い
に
逸
興
を
添

ふ
。
自
ら
玉
城
の
気
象
あ
り
。
蓋
し
洛
水
の
傍
に
飲
啄
す
る
も
の
の
在
る
な

ら
ん
。
愛
に
千
余
家
あ
り
。
相
公
荘
秦
た
り
。
更
に
行
く
こ
と
七
八
丁
。

一
村
を
過
ぐ
。
其
の
西
に
百
家
許
あ
り
。
前
村
と
同
じ
。
名
は
黄
氏
塞
た
り
o

v
入
た
三
十
町
許
。
左
に
二
村
あ
り
。
其
の
名
を
知
ら
ず
。
往
々
に
し
て
大
墳

墓
を
見
る
o

V

入
た
二
十
丁
許
。
一
小
村
あ
り
。
潜
案
た
り
。
其
の
右
に
一
村

の
土
壁
に
固
ま
る
る
あ
り
。

V
入
た
七
八
丁
。
百
余
家
あ
り
。
太
平
荘
た
り
o

V
A
た
十
四
五
丁
。
百
余
家
あ
り
。
李
家
楼
た
り
。
此
を
過
ぎ
て
直
ち
に
洛
水

の
傍
に
出
づ
。
水
の
広
さ
一
丁
余
。
東
北
に
流
る
。
甚
だ
し
く
は
深
か
ら
ず
。

蓋
し
洛
水
の
支
流
な
ら
ん
。
木
柱
を
水
中
に
建
て
、
上
に
高
棋
の
幹
を
敷
き
、

覆
ふ
に
土
の
厚
さ
尺
余
を
以
て
す
。
広
さ
七
八
尺
。
以
て
車
馬
人
徒
を
渡
す
。

又
た
西
南
の
か
た
二
十
五
六
了
。
河
南
に
達
す
。
河
南
府
は
周
囲
二
十
余
里

と
称
す
。
人
家
三
四
千
あ
り
。
鎮
棄
よ
り
距
つ
る
こ
と
四
十
里
と
称
す
。
河

南
の
地
は
、
洛
水
の
北
に
在
り
。
水
は
西
南
よ
り
来
り
て
東
北
に
流
る
。
西

北
に
は
平
山
を
負
ひ
、
東
北
に
は
小
山
、
連
な
り
一
日
一
る
。
東
南
よ
り
西
南
に

至
り
て
は
、
大
山
幡
蹄
す
。
黄
河
よ
り
距
つ
る
こ
と
五
六
里
南
な
り
。
風
景
、

凡
な
ら
ず
。
午
後
、
知
府
某
と
県
令
路
璃
と
を
訪
ぬ
。
故
蹟
を
問
ふ
。
答
へ

て
日
く
「
一
も
存
す
る
も
の
な
し
」
と
。
信
を
尽
す
書
も
書
な
き
に
し
か
ず
。

蓋
し
知
ら
ざ
る
が
故
に
遁
辞
す
る
の
み
な
ら
ん
。
暮
る
る
に
及
び
、
知
県
、

人
を
し
て
飲
食
を
贈
り
来
ら
し
む
。
四
千
あ
り
。
日
く
「
糖
花
生
・
荷
頭

実
・
葡
萄
・
糖
杏
実
」
と
。
四
禿
あ
り
。
日
く
「
去
皮
李
・
糖
山
査
・
去
皮

品
菓
の
萄
と
桃
」
と
。
六
大
碗
あ
り
。
日
く
「
蝦
・
白
菜
・
清
湯
鴨
・
海
帯

白
菜
・
海
参
・
紅
肉
・
鶏
」
と
。
二
大
件
あ
り
。

H
く
「
魚
姐
・
鴨
肉
」
と
。

六
中
碗
あ
り
。
日
く
「
妙
鶏
片
・
醤
鶏
・
紅
焼
魚
・
鶏
肝
・
白
菜
・
田
筋
」

と
。
二
道
点
心
あ
り
。
日
く
「
蒸
餅
水
晶
・
包
妙
麺
花
」
と
。
八
冷
章
あ
り
。

日
く
「
醤
肉
・
変
鶏
子
・
醤
鶏
・
醤
魚
・
紅
焼
魚
・
鶏
肝
・
白
菜
・
面
筋
」

と
。
蓋
し
上
客
を
待
す
る
の
札
を
以
て
す
る
な
ら
ん
。
前
日
、
泰
安
に
宿
せ

し
時
、
知
県
の
贈
り
し
所
、
大
略
此
に
類
す
。
此
の
目
、
知
府
に
見
え
ん
と

欲
し
、
其
の
時
を
移
す
を
恐
れ
て
、
本
邦
の
粧
、
清
砲
を
蓋
ひ
其
の
帽
を

po 
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よ
れ

(H)

戴
く
。
人
の
罵
を
怪
し
む
者
あ
り
。
知
府
の
延
見
す
る
に
及
び
、
忽
ち
砲

を
脱
ぎ
帽
を
易
ふ
。
土
人
の
来
り
観
る
者
、
車
の
傍
に
充
満
す
。
去
り
て
知

県
を
訪
ね
、
寓
に
帰
る
ま
で
、
人
の
尾
し
て
来
る
者
、
雲
霞
の
如
し
。
官
隷

五
人
、
制
止
し
門
に
入
る
を
許
さ
ず
。
困
り
て
煩
雑
を
免
る
る
を
得
。

(
1
)
脱
俗
的
な
趣
が
あ
る
こ
と
。

(
2
)
烏
が
水
を
飲
み
、
餌
を
つ
い
ば
む
こ
と
。

(3)
底
本
は
「
村
」
の
下
に
「
家
」
字
が
消
し
忘
れ
で
残
っ
て
い
る
。
消

去
し
た
。

(
4
)
蛇
が
と
ぐ
ろ
を
ま
い
て
い
る
よ
う
な
様
。

(
5
)
い
い
の
が
れ
を
す
る
こ
と
。

(
6
)
は
す
の
こ
と
。

(
7
)
さ
ん
ざ
し
の
こ
と
。
実
は
食
用
と
な
る
。

(8)
あ
ら
め
の
こ
と
。
海
草
の
一
種
。

(9)
な
ま
こ
の
腸
を
と
っ
て
、
煮
た
後
に
干
し
た
も
の
。

(
叩
)
魚
の
ひ
れ
の
こ
と
。

(
日
)
に
ん
に
く
、
に
ら
、
ね
ぎ
な
ど
の
に
お
い
の
あ
る
野
菜
の
こ
と
。

(
ロ
)
た
ま
ど
の
こ
と
。

(
日
)
わ
た
い
れ
、
或
は
下
着
の
類
の
こ
と
。

(M)
客

を

引

き

入

れ

て

面

会

す

る

こ

と

。

(

有

馬

)

一
一
月
ニ
ニ
日

二
十
二
日
。
曇
。
城
の
内
外
の
古
跡
を
探
問
す
o

東
観
)
・
雲
台
・
鴻
都

門
・
上
林
苑
・
華
林
園
・
香
英
堂
・
西
苑
・
富
鄭
公
園
等
に
至
る
。
嘗
て
一

人
の
記
す
る
者
も
な
し
。
或
も
の
は
既
に
開
墾
さ
れ
、
跡
を
存
せ
ず
と
云
ふ
。

将
に
馬
に
跨
が
り
て
往
き
て
観
ん
と
し
、
鞍
を
借
る
。
歩
き
北
す
る
を
得
ざ

れ
ば
な
り
。
里
許
。
北
し
て
町
山
下
に
至
る
。
山
田
高
下
あ
り
て
一
な
ら
ず
。

頗
る
膏
沃
た
り
。
路
穿
の
壁
立
す
る
こ
と
丈
余
な
り
。
出
山
は
西
南
よ
り
東

北
に
至
り
て
長
く
洛
陽
を
包
す
。
此
の
辺
り
、
見
る
所
、
尋
常
の
岡
阜
に
過

ぎ
ず
。
上
に
墳
墓
多
し
。
蓋
し
唐
宋
の
名
賢
及
び
西
晋
の
張
華
・
羊
枯
等
の

墓
、
皆
、
此
に
在
ら
ん
と
云
ふ
。
郷
導
官
隷
の
一
と
し
て
之
を
知
る
者
な
き

は
い
か
ん
と
も
す
る
な
し
。
遂
に
去
る

o
Xた
北
門
よ
り
城
に
入
り
、
西
門

よ
り
出
づ
。
東
南
の
か
た
十
丁
許
、
洛
水
を
渡
る
。
水
は
広
さ
一
町
な
る
べ

し
。
橋
を
架
く
。
上
は
梁
稗
を
敷
き
土
を
盛
り
て
人
を
渡
す
。
北
岸
崩
類
す
。

高
さ
一
丈
な
る
べ
し
。
其
の
下
は
頗
る
深
し
。
南
岸
は
積
た
り
。
河
を
渡
り

て
南
す
。
七
八
丁
、
悉
く
沙
漠
た
り
。
然
れ
ど
も
其
の
中
往
々
に
し
て
麦
を

植
う
。
愛
に
天
津
橋
あ
り
。
石
を
用
ひ
て
畳
成
す
。
左
右
よ
り
中
聞
に
至

り
漸
く
高
し
。
殆
ど
弓
弦
の
如
し
。
長
さ
三
丈
、
広
さ
一
丈
半
な
り
。
此
の

処
、
昔
は
河
道
た
り
。
水
漸
く
北
し
、
遂
に
日
干
地
と
な
す
な
り
。
橋
上
に
立

そ
び

ち
て
四
望
す
る
に
、
龍
門
山
、
南
方
三
四
里
に
在
り
。
高
く
聾
ゆ
。
西
に

至
り
て
漸
く
低
し
。
西
南
よ
り
し
て
東
北
に
白
山
あ
り
。
西
南
隅
柑
や
高
く
、

東
北
最
も
高
し
。
東
方
、
漸
く
広
く
、
山
を
見
ず
。
洛
水
は
西
南
よ
り
来
り

東
北
に
向
ひ
て
流
る
。
其
の
北
に
洛
陽
あ
り
。
風
景
頗
た
り
。

V

入
た
南
し
て

三
四
丁
。
積
尽
き
て
数
家
あ
り
。
村
内
、
検
柳
の
類
多
し
。
愛
に
部
落
節
の

安
楽
簡
あ
り
。
一
堆
土
あ
り
。
長
さ
四
問
、
広
さ
二
間
半
、
削
し
て
方
形
を

成
す
。
側
に
石
柱
四
本
を
立
つ
。
三
門
を
聞
く
。
中
央
に
題
し
て
「
宋
儒
誰

康
節
部
夫
子
故
居
」
と
日
ふ
。
左
右
の
石
柱
に
題
し
て
「
鳳
皇
楼
下
迫
遥
客

侠
騨
城
中
自
在
身
(
鳳
皇
楼
下
迫
遥
の
客
険
耶
城
中
自
在
の
身
)
」
と
日

ふ
。
即
ち
『
撃
壌
集
」
の
語
な
り
。
前
に
二
石
碑
あ
り
。
明
人
の
建
つ
る
所

を
記
す
。
遂
に
去
る
。
明
道
・
伊
川
等
の
墓
を
観
ん
と
欲
す
れ
ど
も
亦
た
知
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る
者
な
し
。
故
道
を
取
り
南
門
よ
り
帰
る
。
午
後
、
又
た
官
隷
に
従
ひ
銅
舵

街
に
到
る
。
銅
耽
は
僅
か
に
半
体
を
存
す
る
の
み
。
街
を
過
ぐ
。
一
廟
あ
り
。

題
し
て
「
一
二
霊
候
廟
」
と
日
ふ
。
入
り
て
拝
す
。
文
廟
に
抵
る
。
左
門
に

題
し
て
「
漉
東
寺
老
子
故
居
」
と
日
ふ
。
文
廟
は
、
宜
聖
と
伯
魚
と
子
思
の

像
を
安
す
。
顔
・
曽
以
下
は
唯
だ
木
牌
あ
る
の
み
。
遂
に
寺
に
入
り
、
中
殿

を
見
る
。
仏
像
を
安
置
す
。
左
に
老
子
殿
あ
り
。
長
さ
二
丈
、
広
さ
之
に

称
ふ
。
中
に
老
子
を
安
す
。
穿
ら
に
一
人
を
立
て
、
前
に
黒
色
の
棺
を
置

く
。
風
景
を
殺
ぐ
こ
と
極
ま
れ
り
。
乃
ち
去
る
。
街
中
を
迫
遥
し
て
帰
る
。

登
封
よ
り
以
来
、
婦
女
の
出
で
て
観
る
者
甚
だ
多
し
。
然
れ
ど
も
大
街
に
至

の
ぞ

れ
ば
、
則
ち
復
た
婦
女
の
往
来
す
る
者
な
く
、
家
中
よ
り
覗
き
見
る
の
み
。

(
1
)
漢
代
の
宮
中
の
図
書
室
の
こ
と
。

(
2
)
北
宋
の
学
者
部
薙
(
一

O
一一

1

一
O
七
七
・
字
は
尭
夫
)
の
お
く

り
名
が
康
節
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
節
」
の
消
し
忘
れ
か
。

(
3
)
部
康
節
が
、
王
洪
辰
に
請
わ
れ
て
住
み
か
と
し
た
と
こ
ろ
。
康
節
は

自
ら
安
楽
先
生
と
号
し
た
。

(
4
)
部
棄
の
詩
集
。
二
十
巻
。

(
5
)
北
宋
の
学
者
程
頼
(
一

O
三
二
1

一
O
八
五
・
字
は
伯
淳
、
お
く
り

名
は
純
公
。
明
道
先
生
と
も
言
う
)
・
程
願
(
一

O
三二一

1
一一

O
七
・

字
は
正
叔
、
お
く
り
名
は
正
公
。
伊
川
先
生
と
も
言
う
)
兄
弟
の
こ
と
。

二
人
を
併
せ
て
二
程
と
呼
ぶ
。

(
6
)
孔
子
の
廟
の
こ
と
。
そ
れ
ま
で
先
師
廟
と
し
て
い
た
も
の
を
明
に
改

め
た
。
民
国
に
至
り
、
さ
ら
に
孔
子
廟
と
改
め
ら
れ
た
。

(
7
)
孔
子
の
こ
と
。

(
8
)
孔
子
の
子
の
字
。
名
は
鯉
。

(
真
銅
)

一
一
月
ニ
三
日

二
十
三
日
。
天
気
朗
晴
。
早
起
す
。
西
関
に
抵
り
程
子
の
廟
を
拝
す
。

官
隷
一
人
を
携
へ
て
街
中
を
散
歩
し
て
行
く
に
、
土
人
の
尾
し
て
来
る
者
陸

続
と
し
て
絶
え
ず
。
「
洋
国
の
賊
」
と
喚
ぶ
者
あ
り
。
余
之
を
顧
み
て
且
つ

行
く
。
乃
ち
此
の
言
を
吐
く
者
な
し
。
一
人
あ
り
。
年
十
六
歳
な
る
べ
し
。

俄
に
余
の
傍
に
出
で
て
笑
ひ
、
且
つ
人
を
招
き
「
洋
国
の
賊
」
と
日
ふ
。
余

躍
り
其
の
面
を
打
つ
。
其
の
人
惇
然
と
し
て
声
を
揚
げ
て
走
り
去
る
。
又
た

一
人
あ
り
。
五
十
歳
な
る
べ
し
。
家
中
に
在
り
て
余
を
見
る
。
走
り
出
て

「
洋
国
の
賊
」
と
呼
ぶ
。
余
立
ち
て
暗
唖
す
。
其
の
人
恐
怖
し
て
逃
る
。
後

に
数
十
人
に
逢
ふ
。
皆
此
の
如
し
。
蓋
し
国
人
、
倣
語
不
遜
も
て
俗
を
成
し
、

而
も
自
ら
は
知
ら
ざ
る
な
ら
ん
。
眠
枇
)
の
念
あ
る
に
非
ざ
る
な
り
。
倣
言
し

且
つ
笑
ふ
。
人
の
怒
る
こ
と
を
見
て
乃
ち
恐
怖
す
。
亦
た
奇
な
り
。
西
門
よ

り
出
で
て
南
行
す
る
こ
と
四
五
町
。
一
市
の
八
九
町
連
な
る
あ
り
。
宅
地
梢

や
前
よ
り
高
し
。
煉
瓦
を
用
ひ
て
岸
を
設
く
。
中
に
階
級
あ
り
て
登
降
に
便

な
り
。
穿
に
樵
柳
を
植
う
。
頗
る
雅
致
あ
り
。
街
に
入
り
て
西
す
る
こ
と
六

七
町
。
右
に
程
子
兄
弟
の
嗣
処
あ
り
。
右
は
則
ち
活
希
文
、
左
は
則
ち
部
尭

夫
・
朱
裏
の
嗣
な
り
。
嗣
地
の
広
さ
二
十
子
、
長
さ
八
十
干
許
。
堺
す
る
に

土
壁
を
以
て
す
る
も
、
部
朱
二
嗣
は
、
壁
、
既
に
崩
壊
し
、
憧
か
に
形
跡
を

存
す
る
の
み
。
程
朱
二
嗣
は
、
神
位
を
配
享
す
る
こ
と
極
め
て
多
し
。
沼
郡

の
二
嗣
は
其
の
子
孫
の
神
位
を
列
す
る
に
過
ぎ
ず
。
程
嗣
は
別
に
壁
を
建
て
、

聴
を
構
へ
て
構
を
結
し
て
沼
嗣
を
擁
す
。
土
人
に
問
ひ
て
日
く
「
是
れ
程
子

の
故
居
な
る
か
」
と
。
日
く
「
然
り
」
と
。
一
見
し
て
去
り
東
関
の
関
門
の

外
に
帰
る
。
十
時
、
東
闘
を
発
し
、
将
に
路
を
汝
州
に
取
り
て
南
陽
に
赴
か

ん
と
す
。
洛
水
を
渡
り
て
南
柑
や
東
に
行
く
。
田
岡
の
聞
に
百
余
家
あ
り
。
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茄
家
凹
棄
と
日
ふ
。
更
に
里
許
。
小
紅
庖
を
越
え
、
鄭
家
棄
に
至
る
。
亦
た

百
余
家
の
村
あ
り
。
南
の
か
た
半
里
許
。
一
道
水
あ
り
。
広
さ
四
五
尺
。
一

橋
を
架
す
。
傍
に
石
柱
あ
り
。
題
し
て
「
古
洛
葬
渠
」
と
日
ふ
。
洛
水
よ
り

南
す
。
一
望
平
坦
た
り
。
地
勢
漸
く
高
し
。
此
に
至
り
て
益
ま
す
高
き
を
覚

ゅ
。
更
に
行
く
。
路
、
地
よ
り
低
し
。
広
さ
一

T
に
過
ぎ
ず
。
一
里
強
。
路

そ
ぴ

の
左
に
一
大
廟
あ
り
。
柏
樹
高
く
聾
ゆ
。
乃
ち
関
羽
廟
な
り
。
一
村
あ
り
。

名
は
関
廟
。
休
息
す
。
廟
に
入
り
て
神
殿
三
層
を
観
る
。
別
に
門
腐
を
設
く
。

壮
麗
な
り
。
次
に
中
犠
あ
る
べ
し
。
一
拝
し
て
去
る
。
太
平
荘
を
医
て
龍
門

村
に
至
る
。
凡
そ
二
里
弱
。
路
、
地
よ
り
低
き
こ
と
丈
余
。
東
望
す
る
に
伊

川
明
滅
す
。
南
望
す
る
に
香
山
、
伊
川
に
峠
す
。
上
半
腹
に
寺
あ
り
。
柏
多

し
。
香
山
の
西
に
伊
川
を
隔
て
て
龍
門
山
あ
り
。
其
の
西
に
伏
牛
山
あ
り
。

皆
小
木
あ
り
。
半
腹
以
下
は
、
田
膳
級
級
と
し
て
鱗
次
す
。
風
景
画
す
る
が

知
し
。
大
ひ
に
人
意
を
快
く
す
。
龍
門
村
は
人
家
三
百
な
る
べ
し
。
南
端
に

伊
川
を
臨
む
。
大
樹
多
し
。
樹
下
に
食
庖
相
ひ
列
す
。
馬
夫
入
り
て
休
す
。

そ

余
乃
ち
下
車
し
、
積
中
よ
り
行
き
て
両
山
の
聞
に
出
づ
。
道
路
は
山
に
傍
ふ
。

伊
川
は
直
し
て
其
の
下
よ
り
流
る
。
是
れ
伊
関
た
り
。
大
再
の
撃
成
せ
し
所

と
云
ふ
。
両
山
は
巌
石
峨
々
と
し
て
東
西
に
相
ひ
対
す
。
界
障
の
知
し
。
岩

間
、
多
く
洞
穴
を
穿
ち
、
仏
像
を
安
す
。
勝
げ
て
数
ふ
べ
か
ら
ず
。
北
韓
の

某
后
及
ぴ
則
天
武
氏
等
の
祈
願
よ
り
出
づ
と
云
ふ
。
西
崖
は
湧
泉
多
く
、
埜

石
之
を
蓄
ふ
。
昔
は
温
泉
あ
り
と
云
ふ
。
亭
問
、
門
願
多
し
。
既
に
去
り
て
、

仏
殿
の
前
に
至
る
。
巌
下
に
三
洞
あ
り
。
洞
の
口
径
は
各
お
の
三
四
尺
、
高

さ
五
六
尺
。
其
の
中
に
入
る
に
高
さ
四
五
丈
。
深
さ
之
に
称
ふ
丈
な
り
。

中
に
大
仏
を
安
ず
。
本
一
点
に
諸
仏
を
列
す
。
同
に
在
り
て
歩
き
て
語
言
す
る
に

及
べ
ば
、
其
の
間
四
面
に
響
き
て
相
ひ
応
ず
。
遂
に
山
に
沿
ひ
て
南
し
て
更

に
地
橋
を
渡
る
。
橋
身
四
十
聞
な
る
べ
し
。
水
の
深
さ
三
四
尺
。
小
魚
の
中

に
躍
る
あ
り
。
数
極
め
て
多
し
。
行
き
て
香
山
の
峯
に
抵
る
。
凡
そ
一
町

半
な
る
べ
し
。
一
躍
を
挙
り
て
、
香
山
寺
に
登
る
。
仏
殿
四
五
宇
あ
り
。

四
囲
に
女
堵
あ
り
。
休
す
る
こ
と
一
婁
時
。
又
た
行
く
こ
と
二
町
許
。
絶
頂

に
抵
り
低
佃
す
。
四
望
す
る
に
、
山
勢
東
よ
り
来
り
中
断
し
て
伊
川
に
枕

す
。
頗
る
険
峻
に
し
て
深
し
。
西
は
龍
門
山
た
り
。
峯
頂
は
香
山
に
比
す
る

に
棺
や
低
し
。
北
望
す
る
に
山
は
淡
畑
中
に
在
り
。
南
に
数
山
の
四
五
里

外
に
在
る
あ
り
。
其
の
間
皆
平
坦
た
り
。
伊
川
、
其
の
中
よ
り
流
れ
て
明
滅

す
。
通
達
し
て
山
を
下
る
。
河
岸
に
到
り
車
に
駕
し
て
伊
水
に
沿
ひ
て
東
す
。

里
許
。
一
小
村
を
過
ぎ
て
曹
庖
に
抵
る
。
百
家
許
あ
り
。
周
曲
し
て
行
く
。

道
路
回
よ
り
低
き
こ
と
二
丈
。
石
喋
多
し
。
え
た
里
許
。
一
小
流
を
渡
る
。

高
家
庄
に
抵
る
。
二
百
余
家
あ
り
。
其
の
南
の
一
村
の
名
は
彰
宅
た
り
。

七
百
余
家
あ
り
。
土
壁
を
周
ら
し
石
門
を
設
く
。
河
南
府
を
去
る
こ
と
五
十

四
里
と
云
ふ
。

(
1
)
怒
り
の
あ
ま
り
声
が
出
ず
、
う
な
る
こ
と
。

(2)
目
を
い
か
ら
し
て
に
ら
む
こ
と
。

(
3
)
宋
の
名
臣
箔
仲
滝
(
九
八
九
j

一
O
五
二
・
字
は
希
文
、
お
く
り
名

は
文
正
)
の
こ
と
。

(
4
)
南
宋
の
学
者
、
朱
子
(
一
一
二
一

O
i
一
二

0
0
・
字
は
元
晦
ま
た
は

仲
晦
。
号
は
晦
庵
。
お
く
り
名
は
文
公
)
の
こ
と
。
『
四
書
集
註
』
『
易
本

義
』
「
通
鑑
綱
目
』
「
小
学
」
な
ど
の
経
書
の
注
釈
が
多
く
あ
る
。

(5)
底
本
は
「
組
」
の
上
に
「
記
」
字
が
消
し
忘
れ
で
残
っ
て
い
る
。
消

去
し
た
。

(6)

一
緒
に
多
く
の
位
牌
を
合
わ
せ
祭
る
こ
と
。
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(
7
)
底
本
は
「
擁
」
字
を
「
推
」
字
に
作
る
が
文
意
に
よ
り
改
め
た
。

(
8
)
底
本
は
「
南
」
の
上
に
「
行
」
字
が
消
し
忘
れ
で
残
っ
て
い
る
。
消

去
し
た
。

(
9
)
田
の
あ
ぜ
の
こ
と
。

(
叩
)
底
本
は
「
風
」
字
が
消
し
忘
れ
で
重
複
す
る
。
消
去
し
た
。

(
日
)
底
本
は
「
在
中
」
の
下
に
「
内
」
字
を
残
す
が
、
文
意
に
よ
り
消
去

し
た
。

(
ロ
)
底
本
は
「
士
巴
字
が
消
し
忘
れ
で
重
複
す
る
。
文
意
に
よ
り
消
去
し

た。
(
日
)
石
段
の
こ
と
。

(
凶
)
短
い
時
間
の
こ
と
。
し
ば
ら
く
の
問
。

(
日
)
底
本
は
「
除
峻
」
の
下
に
「
深
」
字
が
消
し
忘
れ
で
残
っ
て
い
る
。

文
意
に
よ
り
消
去
し
た
。

(

日

)

斜

め

に

連

な

る

こ

と

。

(

斎

藤

)

一
一
月
ニ
四
日

二
十
四
日
。
早
く
彰
去
を
発
し
、
南
行
す
。
道
路
、
田
よ
り
低
き
こ
と
四

五
尺
。
往
々
に
し
て
漬
水
凍
合
し
、
石
喋
多
し
。
凹
凸
甚
だ
し
く
、
車
願
馬

倒
す
る
こ
と
二
次
。
馬
足
、
泥
に
入
り
膝
を
路
上
に
属
す
。
此
れ
四
望
平
坦

に
し
て
、
連
な
る
こ
と
三
四
里
。
東
西
に
小
山
の
連
な
り
亘
る
あ
り
。
其
の

下
に
人
家
相
ひ
望
む
。
樹
木
扶
疎
な
り
。
一
里
強
。
二
小
村
を
過
ぐ
。
未
家

黍
に
抵
る
。
東
し
て
土
壁
に
傍
ひ
て
右
転
し
、
田
聞
を
取
る
。
一
里
弱
。

一
百
余
家
あ
り
。
文
明
た
り
。
左
折
し
南
す
。
道
路
の
広
さ
二
丈
な
る
べ
し
。

泥
淳
雄
結
す
。
半
里
許
。
水
棄
に
至
る
。
三
四
百
家
あ
り
。
四
周
土
壁
す
。

漸
く
南
山
の
平
地
に
近
し
。
東
南
に
向
ふ
。
北
に
平
山
あ
り
。
南
山
と
相
ひ

距
た
る
こ
と
八
九
町
。
北
山
に
傍
ひ
て
東
南
の
か
た
一
旦
弱
。
法
集
に
至
る
。

村
落
、
東
西
に
相
ひ
望
む
。
此
よ
り
溝
路
を
取
る
。
半
許
。
一
小
村
を
過
ぐ
。

ぜ
ん
せ
ん

地
勢
、
漸
く
高
し
。
一
小
河
あ
り
。
揚
々
と
し
て
東
南
よ
り
流
る
。
地
よ

り
低
き
こ
と
丈
余
に
至
る
。
両
岸
土
崩
す
。
傍
に
竹
林
あ
り
。
竹
の
長
さ
二

丈
に
過
ぎ
ず
。
北
省
に
て
竹
を
見
る
こ
と
極
め
て
少
し
。
竹
を
見
て
古
人
の

思
に
遇
す
る
こ
と
あ
り
。
林
下
に
二
三
庖
あ
り
。
家
は
其
の
上
に
数
十
家
あ

り
o

V

入
た
石
路
・
溝
路
等
を
行
き
、
一
里
半
許
。
白
沙
鎮
に
達
す
。
彰
宅
よ

り
距
た
る
こ
と
三
十
里
と
称
す
。
人
家
五
百
余
宇
あ
り
。
午
牌
、
此
に
休
す
。

南
行
す
。
四
五
町
。
山
に
接
す
。
山
は
高
さ
一
町
な
る
べ
し
。
下
よ
り
上
に

至
る
。
田
腫
鱗
次
し
、
後
に
余
地
な
し
。
左
転
し
右
折
し
て
十
町
許
。
其
の

頂
に
出
づ
。
商
庖
二
三
あ
り
。
南
望
す
る
に
、
地
、
平
坦
な
り
。
聞
に
凹
窪

せ
し
処
あ
り
。
人
家
、
多
く
罵
に
住
す
。
南
行
す
。
二
一
十
町
。
庖
柄
を
過

ぐ
。
千
余
家
あ
り
。
リ
入
た
二
十
町
。
七
八
百
家
あ
り
。
大
安
棄
た
り
。
此
よ

り
以
南
、
地
低
く
且
?
平
な
り
。
一
里
弱
。
一
小
村
を
過
ぐ
。
林
慮
棄
に

抵
る
。
白
沙
鎮
を
去
る
こ
と
四
十
里
と
云
ふ
。
市
中
、
頗
る
繁
華
せ
り
。

瓦
屋
櫛
比
し
、
屋
の
背
、
及
び
四
隅
に
皆
獣
形
を
彫
す
。
白
沙
壊
以
南
、
一

大
山
脈
の
西
方
三
里
外
に
横
た
は
り
亘
る
あ
り
。
太
安
泰
に
至
る
。
南
に
一

そ
び

峰
の
高
く
準
え
て
西
南
の
山
の
後
に
出
づ
る
あ
り
。
貫
山
と
日
ふ
。
山
上

に
祖
師
廟
あ
り
、
其
の
下
に
奇
水
寺
あ
り
と
云
ふ
。
東
方
、
里
許
。
山
、
東

北
よ
り
来
り
て
断
続
し
南
走
す
る
も
の
あ
り
。
数
峯
を
現
は
す
。
最
も
高
き

も
の
は
、
費
頭
山
た
り
。
上
に
塔
を
建
て
て
玉
皇
を
祭
る
。
彰
事
よ
り
望
み

し
所
の
山
な
り
。

(
1
)
朱
書
は
「
未
未
家
秦
」
に
作
る
が
「
未
」
字
重
複
の
た
め
一
字
削
除

し
た
。
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(
2
)
朱
書
は
「
家
三
四
百
家
」
に
作
る
が
文
意
に
よ
り
上
「
家
」
字
を
削

除
し
た
。

(
3
)
朱
書
は
「
抵
為
林
慮
棄
」
に
作
る
が
文
意
に
よ
り
「
為
」
字
を
削
除

し

た

。

(

有

馬

)

一
一
月
ニ
五
日

二
十
五
日
。
円
十
日
ゴ
将
に
発
せ
ん
と
す
る
に
、
李
葎
和
、
馬
夫
と
庖
人
と

争
論
し
て
止
ま
ず
。
其
の
故
を
問
ふ
に
、
則
ち
日
く
「
夜
来
、
寒
甚
だ
し
く
、

も
土

柴
を
焼
き
暖
を
取
る
。
而
し
て
庖
人
、
一
百
余
丈
の
過
当
を
得
る
を
要
む
。

故
に
、
其
の
半
を
給
せ
ん
と
欲
す
る
な
り
」
と
。
余
、
乃
ち
李
を
し
て
其
の

請
ふ
に
従
は
し
め
、
尽
く
之
を
給
す
。
門
を
出
で
て
四
五
町
、
唐
人
尾
し
来

り
、
大
声
も
て
相
ひ
加
ふ
れ
ど
も
、
相
ひ
撲
つ
に
は
至
ら
ず
。
此
の
邦
の
風

俗
、
大
抵
皆
然
り
。
文
弱
の
余
習
と
調
ふ
べ
き
の
み
。
土
人
、
茶
及
び
湯
の

水
を
請
ふ
に
、
銭
を
要
さ
ざ
る
な
し
。
李
穣
和
等
、
其
の
面
を
洗
ふ
に
常
に

余
の
余
り
を
請
ふ
。
東
南
の
か
た
二
十
町
許
。
五
里
舶
に
抵
る
。
二
百
余

家
あ
り
o

v
人
た
半
里
な
る
べ
し
。
一
村
を
過
ぐ
。
宵
荘
鋸
に
抵
る
。
土
壁

中
に
五
百
余
家
あ
り
。
又
た
石
路
を
行
く
こ
と
五
六
町
。
一
村
を
過
ぐ
。
左

転
左
折
し
て
行
く
こ
と
一
里
半
許
。
廟
営
に
抵
る
。
人
家
五
百
余
字
、
土

壁
四
周
す
。
商
売
段
賑
た
り
。
林
慮
秦
よ
り
此
に
至
る
ま
で
、
土
地
、
道
路

よ
り
高
平
た
り
。
凸
凹
の
聞
を
往
く
。
泥
海
に
患
ふ
。

V
人
た
、
石
多
し
。
二

十
町
許
。
湾
子
街
に
至
る
。
遂
に
平
地
と
な
り
、
頗
る
広
潤
た
り
。
村
落
相

ひ
望
む
。
東
方
三
四
里
、
山
上
に
装
山
寺
あ
り
。
最
も
眺
望
す
る
に
宜
し
と

云
ふ
。
廟
秦
よ
り
此
に
至
る
ま
で
、
童
子
の
多
く
来
り
て
、
頓
首
し
て
銭
を

請
ふ
あ
り
。
V

人
た
東
南
に
向
ひ
て
行
く
。
路
は
広
さ
二
丈
、
車
轍
・
馬
跡
多

か
ら
ず
。
半
里
許
。
二
村
の
相
ひ
対
す
る
を
望
む
。
北
は
村
宿
街
た
り
。
南

は
済
家
庵
た
り
。
傍
ら
に
小
河
あ
り
。
即
ち
済
河
な
り
。
又
た
三
十
町
許
。

十
里
舗
を
過
ぐ
。
百
余
家
、
罵
に
住
す
。
更
に
行
く
こ
と
三
十
町
な
る
べ

し
。
二
村
を
過
ぐ
。
遂
に
汝
州
に
達
す
。
西
聞
を
蹄
え
、
南
門
よ
り
入
る
。

壁
の
周
囲
十
八
里
許
。
人
家
二
千
余
あ
り
。
韓
碑
の
所
在
を
問
ふ
に
、
知
る

者
な
し
。
知
州
某
に
見
え
て
之
を
問
ふ
に
、
日
く
「
千
里
の
外
に
あ
り
」
と
。

天
中
山
を
問
ふ
に
、
日
く
「
此
を
隔
つ
る
こ
と
九
十
里
外
な
り
」
と
。
此
の

夜
、
知
州
、
余
に
飲
食
を
贈
る
。
其
の
肴
十
余
種
、
飯
を
盛
る
に
一
小
樽
を

用
う
。
粗
実
に
し
て
牛
馬
の
食
に
類
す
る
も
の
な
り
。
太
古
の
遺
風
あ
り
と

謂
ふ
べ
し
。

(
1
)
底
本
は
「
険
遂
為
.
平
地
」
と
つ
く
る
が
、
文
意
よ
り
「
険
」
字
を
削

除

し

た

。

(

真

銅

)

一
一
月
ニ
六
日

二
十
六
日
。
早
起
し
て
行
く
。
二
十
町
な
る
べ
し
。
乃
ち
城
門
を
出
づ
。

門
外
の
人
家
の
路
を
爽
む
も
の
数
十
字
。
漸
く
東
聞
に
至
る
。
百
余
家
あ
り
。

昨
日
以
来
、
道
路
に
塵
多
し
。
挨
飛
揚
し
此
に
至
る
。
塵
土
頗
る
厚
し
。
車

の
行
き
過
ぐ
る
毎
に
黒
畑
念
起
す
。
南
東
に
行
く
。
亦
た
石
喋
多
し
。
一
里

弱
。
十
里
舗
に
至
る
。
西
南
の
山
勢
漸
く
低
し
。
将
に
山
上
を
断
た
ん
と
す

る
も
の
の
知
し
。
山
上
に
棄
あ
り
。
え
た
一
塔
あ
り
。
又
た
一
里
弱
。
二
村

を
過
ぐ
。
路
多
く
半
な
ら
ず
。
聞
に
涼
水
あ
り
。
二
十
里
舗
に
達
す
。
百
余

家
あ
り
。
四
周
土
壁
あ
り
。
壁
に
従
ひ
て
外
を
過
ぐ
。
道
路
の
荒
械
、
最
も

甚
し
。
半
里
弱
o

V

入
た
二
小
村
を
過
ぐ
。
半
里
弱
。
リ
入
た
二
小
村
を
過
ぐ
。

壁
の
左
右
相
ひ
望
む
も
の
あ
り
。
柳
椿
等
の
樹
多
し
。
柳
樹
或
は
之
を
刈
り

一
枝
を
存
ぜ
ず
。
蓋
し
器
を
作
り
て
用
ひ
る
な
ら
ん
。
ソ
八
た
田
聞
に
桃
を
植

う
る
者
あ
り
。
左
転
し
て
田
聞
の
径
よ
り
、
本
の
道
に
出
て
行
く
こ
と
二
十
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里
許
。
汝
安
棄
に
至
る
。
一
百
五
六
十
家
あ
り
。
次
は
越
棲
た
り
。
二
村
の

聞
に
小
流
あ
り
。
名
は
黄
家
河
。
又
た
行
く
こ
と
一
里
弱
。
長
安
泰
に
抵
る
。

数
百
家
あ
り
。
午
牌
、
此
に
休
す
。
汝
州
を
去
る
こ
と
四
十
里
と
云
ふ
。
此

の
間
、
水
田
に
稲
を
種
、
つ
る
者
あ
り
。
往
々
に
し
て
根
株
地
を
舗
く
。
又
た

行
く
こ
と
一
里
半
許
。
道
路
の
好
悪
、
等
し
か
ら
ず
。
聞
に
小
石
を
見
る
。

涼
水
の
東
西
の
山
脈
、
漸
く
低
し
。
東
南
の
か
た
更
に
一
山
を
出
づ
。
七
八

里
外
に
在
り
。
又
た
行
く
こ
と
里
許
。
路
、
石
多
し
。
七
百
余
家
あ
り
。
謝

庖
た
り
。
リ
入
た
行
く
こ
と
二
十
町
な
る
べ
し
。
泥
淳
凝
結
し
車
轍
土
に
入
る
。

一
小
村
あ
り
。
更
に
行
く
こ
と
二
十
回
。
二
百
余
家
あ
り
。
二
十
里
舗
た
り
o

v
入
た
二
十
町
許
。
二
百
余
家
あ
り
。
十
五
里
舗
た
り
。
道
路
皆
前
の
如
し
。

更
に
二
十
町
な
る
べ
し
。
十
里
を
過
ぐ
。
三
十
町
な
る
べ
し
。
郊
県
の
西
関

に
達
す
。
人
家
数
十
。
路
を
爽
む
。
余
、
支
那
帽
を
冠
し
街
中
を
行
く
。
将

に
択
ぴ
て
之
に
宿
せ
ん
と
す
。
一
騎
士
あ
り
。
馬
上
に
在
り
て
余
を
導
き
て

日
く
「
東
西
両
関
、
兵
の
駐
翻
す
る
も
の
多
し
。
滋
事
を
恐
る
。
宜
し
く
街

門
に
到
り
宿
す
べ
し
」
と
。
余
、
其
の
言
に
従
ひ
て
市
街
よ
り
馳
せ
去
る
。

出
で
て
見
る
者
甚
だ
多
し
。
蓋
し
既
に
衆
、
余
の
此
れ
土
人
に
非
ざ
る
を
知

る
な
ら
ん
。
進
み
て
街
門
に
入
り
て
待
つ
に
、
須
央
に
し
て
群
衆
雑
沓
し
行

く
べ
か
ら
ず
。
(
日
隷
叱
陀
し
、
極
め
て
衆
を
排
す
る
に
力
む
。
老
弱
困
陪
す
。

亦
た
余
を
顧
み
ず
に
席
に
就
く
。
県
令
に
住
の
否
を
問
ふ
。
則
ち
考
試
の
場

に
臨
み
て
未
だ
地
に
帰
ら
ざ
る
な
り
と
。
既
に
し
て
諸
種
の
食
出
づ
。
江
蘇

の
人
某
、
此
に
在
り
て
な
す
。
賓
頗
る
文
字
を
知
る
。
東
壌
の
昼
石
を
出
し

て
刻
む
も
の
、
余
に
贈
る
。
二
一
蘇
の
墳
の
所
在
を
問
ふ
。
日
く
「
西
北
三
十

里
に
在
り
」
と
。
土
産
を
問
ふ
。
日
く
「
夏
は
主
に
麦
、
冬
は
主
に
小
米
」

と
。
筆
談
良
や
久
し
。
復
た
異
聞
す
る
こ
と
な
し
。
此
の
地
、
故
に
那
郡
地

な
り
。
城
囲
四
十
余
里
。
人
家
四
五
十
あ
り
。
街
中
の
石
門
、
累
々
と
し
て

相
ひ
望
む
。
皆
婦
節
を
旋
は
す
に
係
る
。
其
の
製
、
大
な
る
石
柱
四
本
を
建

て
、
二
一
門
を
聞
く
。
上
に
大
石
を
架
し
て
、
屋
と
な
す
。
柱
頭
の
屋
の
角
の

諸
処
に
人
獣
花
木
を
彫
造
す
。
屋
下
の
書
の
聖
旨
、
勅
桂
の
若
し
。
又
た
某

姓
名
を
書
す
。
某
氏
の
坊
、
石
柱
の
前
後
亦
た
埜
多
し
。
石
、
柱
と
相
ひ
合

す
。
上
に
獅
子
等
の
像
を
置
く
。
又
た
無
屋
形
の
上
に
石
柱
を
横
た
へ
、
上

に
獣
形
を
居
し
、
或
は
諸
物
を
刻
す
も
の
あ
り
。
此
の
製
、
山
東
以
来
、
府

県
に
多
く
見
る
と
こ
ろ
な
り
。
然
れ
ど
も
此
の
地
の
尤
も
多
き
に
如
か
ざ
る

な
り
。
置
屋
亦
た
頗
る
宏
麗
な
り
。
市
街
の
両
幸
に
樹
木
を
列
植
す
。
大
い

に
風
致
あ
り
。
夜
に
至
る
も
知
州
果
た
し
て
帰
ら
ず
。

(
1
)
官
吏
が
任
地
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
蘇
淘
(
一

O
O九
i
一
O
六
六
・
字
は
明
允
、
号
は
老
泉
。
老
蘇
と

も
言
う
)
・
蘇
戟
(
一

O
三
六
1
一一

O
一
・
字
は
子
晴
、
号
は
東
境
居

士
。
大
蘇
と
も
言
、
つ
)
・
蘇
轍
(
一

O
三
九

1
一
一
一
二
・
字
は
子
由
、

号
は
頴
浜
ま
た
は
壊
城
。
小
蘇
と
も
言
う
)
の
父
・
兄
弟
を
言
う
。
皆
文

人
と
し
て
著
名
で
あ
り
、
唐
宋
八
大
家
の
中
に
入
っ
て
い
る
。
(
斎
藤
)

一
一
月
二
七
日

二
十
七
日
。
早
日
一
。
刺
を
知
県
に
投
ず
。
僕
人
、
厚
く
厚
意
に
謝
す
。
直

ち
に
行
く
。
十
町
な
る
べ
し
。
東
門
よ
り
出
づ
。
南
柑
や
東
し
て
行
く
。
里

許
。
一
小
村
を
過
ぐ
。
往
々
に
し
て
路
、
田
よ
り
低
き
こ
と
数
尺
。
泥
土
凝

結
す
。
一
百
余
家
あ
り
。
十
里
舗
た
り
。
又
た
里
許
。
二
百
余
家
あ
り
。
二

十
里
舗
た
り
。
路
の
傍
に
涼
水
の
停
蓄
す
る
あ
り
。
一
石
橋
を
架
く
。
又
た

里
許
。
双
合
棄
に
抵
る
。
道
路
、
前
の
如
し
。
更
に
十
四
五
町
。
汝
河
の

傍
に
出
づ
。
河
は
西
北
よ
り
来
り
て
東
南
に
向
ひ
て
流
る
。
広
さ
二
三
十
問
、
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或
は
十
四
五
聞
に
し
て
等
し
か
ら
ず
。
河
の
傍
の
碩
は
甚
だ
し
く
は
広
か
ら

ず
。
水
の
色
は
潔
浄
に
し
て
飲
む
べ
し
。
往
々
に
し
て
蓄
し
て
深
碧
色
を
成

す
。
河
中
、
船
の
四
十
余
石
を
載
す
べ
し
。
北
岸
に
村
あ
り
。
西
長
橋
と
日

ふ
。
直
ち
に
汝
水
に
枕
す
。
岸
土
崩
潰
す
。
高
さ
二
丈
な
る
べ
し
。
人
家
、

陥
せ
ん
と
欲
し
甚
だ
危
し
。
西
の
か
た
里
許
を
望
む
に
、
山
脈
、
頗
る
高
し
。

起
伏
し
て
東
南
に
向
ひ
て
走
る
。
意
ふ
に
黄
柏
の
諸
山
に
し
て
、
長
世
・
禁

断
の
親
耕
の
地
も
亦
た
此
の
際
に
在
ら
ん
。
更
に
行
く
こ
と
五
六
町
。
一
小

河
を
渡
る
。
一
村
を
得
。
百
余
家
あ
り
。
東
長
橋
砦
と
日
ふ
。
午
牌
、
此
に

休
す
。
土
産
を
問
ふ
。
日
く
「
地
瓜
・
付
畑
葉
あ
り
と
云
ふ
」
と
。
地
瓜
と

は
即
ち
蕃
藷
な
り
o
v入
た
一
里
半
強
。
一
小
村
を
過
ぎ
、
二
十
里
舗
に
抵

る
。
双
合
素
よ
り
此
に
至
る
ま
で
、
道
路
の
田
よ
り
低
き
こ
と
凡
そ
二
尺
。

柑
や
凸
凹
す
。
更
に
二
里
弱
。
一
二
小
村
を
過
ぐ
。
道
路
、
前
の
如
し
。
一
処

に
小
流
あ
り
て
橋
を
架
く
。

V

入
た
行
き
て
裏
県
の
北
に
至
る
。
西
門
よ
り
入

る
。
今
日
、
余
は
支
那
帽
を
冠
す
。
故
に
人
の
来
り
観
る
者
な
し
。
甚
だ
寂

箕
た
り
。
此
の
地
の
街
路
、
多
く
石
を
埜
し
、
車
の
行
く
毎
に
躍
り
一
身
に

響
き
頭
脳
に
徹
す
。
最
も
苦
し
。
南
門
よ
り
出
で
て
坂
路
を
下
り
右
転
し
、

汝
水
を
渡
る
。
水
の
広
さ
一
町
な
る
べ
し
。
中
に
一
干
許
を
隔
て
て
石
を
塾

す
。
横
に
石
柱
を
架
け
、
上
に
沙
土
を
覆
ふ
。
西
北
の
か
た
城
壁
の
水
に
臨

む
を
望
む
。
両
岸
の
上
に
人
家
連
綿
た
り
。
頗
る
風
致
あ
り
。
河
を
渡
り
左

折
す
。
街
路
を
行
く
こ
と
二
三
町
。
一
庖
に
至
る
。
宿
に
投
ず
。
県
よ
り

距
た
る
こ
と
六
十
里
と
称
す

)
O

此
の
目
、
途
中
に
大
車
の
甚
だ
多
き
を
見
る
。

或
は
穀
物
・
弼
類
を
載
し
、
或
は
石
炭
・
土
石
等
を
載
す
。
陸
続
と
し
て
往

来
す
る
こ
と
北
京
よ
り
多
し
。
近
傍
の
土
地
昔
沃
、
物
産
富
暁
た
る
を
知
る

ル』
d
u

べ
し
。
運
送
は
同
に
牛
馬
を
用
ふ
。
而
れ
ど
も
午
尤
も
多
し
。
亦
た
人
の

推
し
て
行
く
も
の
あ
り
。
車
製
は
前
狭
く
後
ろ
広
し
。
両
穿
に
柄
出
で
、
後

は
頗
る
長
し
。
麻
縄
を
用
い
て
之
を
繋
ぐ
。
肩
に
懸
け
て
両
手
も
て
推
す
。

左
右
の
柄
も
て
推
し
て
行
く
。
或
は
二
人
を
用
て
す
。
一
人
は
後
に
在
り

て
之
を
推
し
、
一
人
は
前
に
在
り
て
之
を
鞭
く
。
亦
た
或
は
瞳
子
を
用
ひ
て

執
か
し
め
、
後
に
在
り
て
推
し
て
行
く
。

(
1
)
底
本
は
「
有
架
涼
水
架
」
に
作
る
が
、
文
意
よ
り
上
「
架
」
字
を
削

除
し
た
。

(
2
)
春
秋
時
代
の
隠
者
。
『
論
語
』
微
子
篇
に
そ
の
名
が
見
え
る
。

(
3
)
さ
つ
ま
い
も
の
こ
と
。

(
4
)
底
本
は
「
今
日
余
余
」
に
作
る
が
文
意
よ
り
一
「
余
」
字
を
削
除
し

た。
(5)
底
本
は
「
称
六
十
里
云
」
に
作
る
が
文
意
よ
り
「
云
」
字
を
削
除
し

た

。

(

有

馬

)

qδ 
ハh
U

*
岡
本
の
旅
程
は
未
だ
終
了
し
て
い
な
い
が
、
底
本
の
翻
刻
・
訳
註
は
す
べ

て
終
了
し
た
。
本
稿
も
ひ
と
ま
ず
こ
こ
で
筆
を
お
く
こ
と
と
す
る
。

{
訂
正
】

9
号

頁

数

行

数

正

日
下
5

壷

藍

日

下

目

宍

宋

口

上

回

背

止

円

あ
り
ま
・
た
く
や
(
徳
島
大
学
・
総
合
科
学
部
・
助
教
授
)

し
ん
ど
う
・
ま
さ
ひ
ろ
(
同
志
社
大
学
・
文
学
部
・
助
教
授
)

さ，ロ
ロ;;，
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